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１．はじめに 
 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 4 次評価報
告書等によると、気候、生態系や人の健康など幅広い分野
において、すでに地球温暖化が原因と思われる影響が顕在
化していると言われている。しかしながら、これらの多く
の研究成果は地球レベル、国レベルでのものであり、地域
レベルでの研究が少ない現状にある。 

そこで、当研究センターでは、福井県における気候、自
然環境、水環境、農業・漁業、健康等への地球温暖化の影
響を把握し、その結果を県民に分かりやすく提供する、い
わゆる“地球温暖化の見える化”を目的に、平成 22 年度
より「福井県から見る地球温暖化現象に関する調査研究」
を開始した。 

当該調査研究のうち、本報では、福井地方気象台の観測
データを用いて、気温、降雪量、降水量および湿度の長期
的変化について解析し、地球温暖化による気候への影響を
把握したので報告する。 

 
２．使用データ 

 
 長期的な気候への影響を把握するため、100 年以上の観
測データを有する福井地方気象台（以下「福井」という。） 
および敦賀特別地域観測所（以下「敦賀」という。）の気
象データを解析に用いた（図 1）。 
 解析に当たっては、各種データを最小二乗法により線形
回帰させ、その回帰係数の値から気温の上昇率など各種デ
ータの増減率を求めた。 
 なお、解析項目および統計期間は表 1 のとおりである。 
 また、季節別の解析では、 
 春季：3月～5月  夏季：6月～8月、 

秋季：9月～11月  冬季：前年 12月～2 月  とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 1 観測地点 

 
 
 表 1 解析項目および統計期間 

＊統計期間のうち資料不足値については欠測扱いとした。 
 

３．結果および考察 
 

３．１ 気温の変化 
３．１．１ 年平均気温の経年変化 
福井（統計期間：1897～2010 年）および敦賀（統計期

間：1898～2010年）の年平均気温の 5年移動平均の推移
を図 2に示す。 

なお、福井については、1948 年 1 月に観測場所を移転
したため、移転による影響を取り除いた「気候解析平均気
温」を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 福井・敦賀の年平均気温（5年移動平均）の推移  
 

福井および敦賀の年平均気温は、明らかな上昇傾向が認
められ、その上昇率は、福井 1.46℃/100 年、敦賀 1.55℃
/100年であり、日本の上昇率 1.15℃/100年１）よりも高い
値であった。 

日本の気温上昇率は、都市化による影響が比較的少なく、
また、特定の地域に偏らないように選定した 17 地点のデ
ータから算出された値であり、この上昇率との差の大部分
が都市化による上昇分（ヒートアイランド現象）を表して
いると言われている２）。このことから、福井や敦賀におい
ても少なからずヒートアイランド現象が生じているもの
と考えられる。しかし、全国の 17 地点にはヒートアイラ
ンド現象が生じていると言われている地点もある３）こと
から、福井、敦賀の気温上昇に対して、ヒートアイランド
現象がどの程度寄与しているかについては、今後の検討課

観測所 解析項目 統計期間＊ 

福井 気温、降水量、湿度 １897～2010年 

降雪量 1954～2010年 

敦賀 気温、降水量、湿度 １898～2010年 

降雪量 1954～2010年 
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題である。 

また、敦賀の気温上昇率は、福井よりも大きい値であっ
たが、この要因の一つとして、日本海南部海域で海水温が
100 年あたり約 1.3℃上昇４）、県水産試験場の観測データ
（1979～2008年）では、若狭町神子地先の海水温（表層）
が上昇しているとの解析結果５）が得られていることから、
海に極めて近い位置にある敦賀では、海水温上昇との相乗
効果によって気温の上昇が大きくなっているものと推察
される。 

 

３．１．２ 日最高気温・日最低気温の経年変化 
敦賀（統計期間：1898～2010年）における日最高気温

および日最低気温の年平均値の 5年移動平均の推移を図３
に示す。 
日最高気温、日最低気温とも、年平均気温と同様に長期

的な上昇傾向が認められ、その上昇率は日最高気温 0.68℃
/100 年、日最低気温 1.76℃/100 年であり、日最低気温の
上昇率が日最高気温の上昇率に比べて約 2.5倍大きかった。  

このことから、前述した年平均気温の上昇は、日最低気
温の上昇による影響が大きいと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 敦賀の日最高気温・日最低気温の推移  

 

３．１．３ 月別・季節別の気温上昇 
気温の上昇をさらに詳細に把握するため、福井および敦

賀における月別・季節別の 100年あたりの気温上昇率を解
析し、その結果を表３に示した。 

 

表 3 福井、敦賀における月別・季節別の気温上昇率 

 

月別の月平均気温の上昇率をみると、福井では、4 月、
8月、10月の上昇率が 1.8℃/100年以上と大きく、1月が
0.59℃/100年と最も小さかった。敦賀では、4月、5月、
8 月、10 月の上昇率が 1.8℃/100 年以上であり、1 月が
0.76℃/100 年と最も小さかった。また、福井と比較して、

5 月の上昇率が 2.25℃/100 年と最も高いことが特徴的で
あった。 

季節別でみると、福井では秋季の上昇率が最も大きく、
次いで春季、夏季の順で、冬季の上昇率は最も小さかった。
敦賀では、5月の気温上昇の影響を受けて春季の気温上昇
が最も大きく、次いで秋季、夏季の順で、上昇率が最も小
さい季節は、福井と同様に冬季であった。 

なお、日本の季節別平均気温の上昇率は、春季が最も大
きく、次いで冬季、秋季、夏季の順であり１）、この結果と
比べると、福井、敦賀では、冬季の気温上昇が比較的小さ
いことが特徴的であった。 

 

３．１．４ 猛暑日・熱帯夜・冬日の経年変化 
福井および敦賀の猛暑日（日最高気温 35℃以上）、熱帯

夜および冬日（日最低気温 0℃未満）の推移を図 4～図 10

に示す。また、1961～1988年（昭和）の期間と 1989～2010

年（平成）の期間における猛暑日、熱帯夜、冬日の平均日
数を表 4に示す。 

なお、本来、熱帯夜とは夜間の最低気温が 25℃以上の
ことを言うが、本報では便宜的に日最低気温 25℃以上と
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 4 福井の猛暑日日数の経年変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 敦賀の猛暑日日数の経年変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 6 福井の熱帯夜日数の経年変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 7 敦賀の熱帯夜日数の経年変化 

  冬季 春季 
  12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

福井(℃/100年) 
+1.19 +0.59 +1.65 +1.15 +1.91 +1.79

+1.15 +1.62 

敦賀(℃/100年) 
+1.13 +0.76 +1.29 +154 +1.86 +2.25

+1.05 +1.90 

  夏季 秋季 

  6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

福井(℃/100年) 
+1.24 +1.12 +1.92 +1.73 +1.87 +1.67

+1.43 +1.76 

敦賀(℃/100年) 
+1.62 +1.32 +1.87 +1.71 +1.82 +1.48

+1.59 +1.67 
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図 8 福井の冬日日数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 敦賀の冬日日数の経年変化 

 

表 4 昭和・平成別の猛暑日・熱帯夜・冬日の各日数 

 

猛暑日の日数は、福井、敦賀とも 1990 年頃から急激に
増加しており、1961～1988年（昭和）の期間と 1989～2010

年（平成）の期間を比べると、福井では、平均 2.8日／年
から平均 6.5日／年に、敦賀では、平均 1.8日／年から平
均 4.3日／年と、それぞれ約 2.5倍に増加している。 

 熱帯夜の日数は、猛暑日の日数と同様に 1990 年頃から
の増加が著しく、昭和の期間と平成の期間を比べると、福
井では、平均 4.0 日／年から平均 11.2 日／年と約 7 日増
加し、敦賀では、平均 14.1日／年から平均 22.5日／年と
約 8日増加している。 

 なお、2010 年は全国的な猛暑であり、福井、敦賀にお
いて、猛暑日、熱帯夜とも、観測史上最高の日数を記録し
た。 

 冬日の日数は、猛暑日や熱帯夜の増加とは逆に 1990 年
頃から急激に減少している。昭和の期間と平成の期間を比
べると、福井では、平均 49 日／年から平均 33 日／年と
16 日減少し、敦賀では、平均 30 日／年から平均 11 日／
年と 19日減少している。 

福井と敦賀の猛暑日、熱帯夜の日数を比較した場合、猛
暑日の日数は敦賀が福井より少ないのに対し、熱帯夜の日
数は逆に敦賀の方が 2倍以上も多くなっている。この原因
として、敦賀観測所は海に近接していることで海水温の影
響により気温の日較差が小さくなり、その結果、内陸部の
福井よりも夜間の気温低下が抑えられ熱帯夜に繋がって
いるものと推察される。 

 

３．２ 降雪量の変化 
３．２．１ 降雪量の経年変化 
福井および敦賀（統計期間：1954～2010 年）の年間降

雪量（寒候年）の推移を図 10、図 11に示す。   

また、表 5に、昭和の期間（1954～1988年）と平成の

期間（1989～2010 年）別の降雪量の平均値および冬季の
平均気温、最低気温の平均値を示す。 

福井、敦賀の降雪量はよく似た変動を示し、ともに平成
なってから降雪量が大きく減少し、福井では、昭和の期間
に 298cm/年降っていた雪が、平成になって 165cm/年と約
半分（55％）に減り、敦賀でも、259cm/年降っていた雪
が平成になって 165cm/年と半分以下（46％）に減少して
いる。 

一方、冬季の平均気温、最低気温とも、福井では平成に
なって昭和の期間に比べて 0.8℃上昇、敦賀では同じく
0.9℃上昇しており、平均気温、最低気温の上昇が降雪量
の減少に大きく影響しているものと推察された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 10 福井の降雪量の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 11 敦賀の降雪量の推移 
 
表 5 昭和・平成の期間別の降雪量・平均気温・最低気温 

 
降雪量が大きく変化した昭和の期間と平成の期間にお

いて、雪の降り方に変化が生じているかを把握するため、
昭和と平成の期間別の日降雪量別日数を図 12に示した。 
 冬季の降雪日数は、昭和の期間では 53.2日／年と全体の
59％を占めていたが、平成になると、昭和よりも 11.6 日
減り、冬季全体の 46％と 13ポイント減少した。 

日降雪量別日数の比較では、降雪日の大半を占めている
日降雪量 10 cm未満の日数は、平成になって昭和の期間よ
りも約 15％減少している。また、日降雪量 10 cm 以上、
20 cm以上、30 cm以上の日数は、降雪日全体に占める割
合は少ないものの、平成になって約半分に減少している。 
 これらの結果から、平成になってからの冬季の降雪量の

  猛暑日日数 熱帯夜日数 冬日日数 

  福井 敦賀 福井 敦賀 福井 敦賀

昭和の平均 2.8 日 1.8 日 4.0 日 14.1 日 49 日 30 日

平成の平均 6.5 日 4.3 日 11.2 日  22.5 日 33 日 11 日

  降雪量 平均気温 最低気温 

  福井 敦賀 福井 敦賀 福井 敦賀

昭和の平均 298ｃｍ 259ｃｍ 3.6℃ 4.9℃ 0.5℃ 1.8℃

平成の平均 165ｃｍ 119ｃｍ 4.4℃ 5.8℃ 1.3℃ 2.7℃
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年）であった。 

敦賀における日降水量 50mm 以上の日数は、福井と同
様に年毎に大きく変動していた。また、年間最大日数は
13 日（1917 年）であり、年間 10 日以上の年は計 9 回あ
ったが、それらは全て 1972 年までに出現していた。その
後の 38 年間は、年間最大日数は 8 日であり短期的には減
少傾向が見られるが、長期的には福井と同様に明確な変化
傾向は認められなかった。このように、現時点では、福井、
敦賀とも、日降水量に大きな変化は現れていないと考えら
れる。 

 

３．４ 湿度の変化 
福井、敦賀の年平均湿度の 5 年移動平均の推移を図 18

に、福井の月別の 100年あたりの湿度増減率を図 19に示
す。  

年平均湿度は、福井、敦賀ともよく似た変動を示し、と
もに減少傾向が認められ、100 年あたりの減少率は福井
9.4％、敦賀 7.7％であった。また、福井において湿度の減
少が大きかった月は 8 月から 11 月であり、これらの月は
前述（表 2）したように気温上昇率の比較的大きな月であ
った。また、100年間の月別の気温上昇率と湿度増減率の
関係をみると、図 20 に示したとおり良い相関関係が認め
られた。 

湿度（相対湿度）の減少要因としては、気温上昇による
飽和水蒸気量の増加と、降水量の減少や都市化等による裸
地の減少などによる供給水蒸気量そのものの減少が考え
られるが、今回の結果から、福井の湿度の減少は、気温の
上昇による影響が大きいと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 18 福井・敦賀の年平均湿度の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 月別湿度増減率【福井】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 気温上昇率と湿度増減率の関係【福井】 

４．まとめ 
  
福井県における地球温暖化による気候への影響を把握

するため、福井および敦賀の気象データ（気温、降雪量、
降水量、湿度）の長期的な変化傾向を解析し、以下のよう
な結果が得られた。 
1 気温 
 福井、敦賀の年平均気温は、明らかな上昇傾向が認めら
れ、100 年あたりの上昇率は、福井 1.46℃、敦賀 1.55℃
であり、日本の気温上昇率 1.15℃よりも高い値であった。 
 この敦賀の平均気温上昇は、最低気温の上昇による影響
が大きかった。 
月別、季節別の気温上昇については、敦賀の 5月の気温

上昇率が高いことが、また、福井、敦賀とも全国に比べて、
冬季の気温上昇率が比較的小さいことが特徴的であった。 

福井、敦賀とも、猛暑日、熱帯夜の日数は平成になって
大きく増加し、冬日は逆に大きく減少している。 
2 降雪量 
 福井、敦賀の降雪量は、ともに平成になって大きく減少
しており、その要因として、平均気温、最低気温の上昇が
影響していることが推察された。 
また、敦賀では、平均最低気温が福井よりも 1℃高くて

も、福井とほぼ同じ量の雪が降ることがわかり、この原因
として、地形的な要因が大きいと考えられた。 
3 降水量 
 福井、敦賀の年間降水量および日降水量 50mm 以上の
日数は、ともに年毎に大きく変動しながら推移し、長期的
な変化傾向は認められなかった。 
4 湿度 
 福井、敦賀の年平均湿度に減少傾向が認められ、100年
あたりの減少率は、福井 9.4％、敦賀 7.7％であった。 
 福井の湿度の減少は、月別の気温上昇率と湿度減少率の
関係から、気温の上昇による影響が大きいと推察された。 
 
今後は、県内に設置されている地域気象観測アメダス等

の気象データを用いて、地域的・面的な気候変化を解析す
る予定である。 
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